
ＴＰＵ シリーズ
空気圧機器 取扱説明書

今をみつめ、油空圧で新たな役割を追求する  

このたび　　　　 ピックアップシリンダＴＰＵシリーズをご採用くださいま
して、まことにありがとうございます。
ご使用前に、取扱説明書をお読みいただき、正しくご使用くださいますように
お願いいたします。

記載内容は予告なしに変更させて頂く場合がありますのでご了承ください。

2000年４月

1使用上の注意点
ボディ取付面およびプレート取付面等には、平面度を阻害するような傷、打こん等をつけないように注意してくだ
さい。

シリンダを取付ける場合、シリンダ本体の５方向に取付穴を装備していますので、用途に合わせた取付が可能で

す。ただし、できるだけ振動の少ない場所を選び、シリンダに無理な力がかからないように注意してください。

●

●

ピックアップシリンダ

■取　付

配管時、管内のゴミや異物の混入には十分注意してください。清浄な空気でパイプや継手を十分フラッシングし
てから接続してください。

必ずエアフィルタを配管途中に設置して、ゴミ・水分・異物が入らないように注意してください。

●

●

■配　管

無給油で使用可能ですが、給油する場合には、潤滑油ＪＩＳ Ｋ２２１３－１種（無添加タービン油ＩＳＯ ＶＧ３２）相当
品をご使用ください。　<※注意>マシン油、スピンドル油は絶対に使用しないでください。
●

■給　油

バックストローク内でワークを吸着するようにしてください。●

■バックストローク

■東 京 支 社 〒105-0021東京都港区東新橋1-1-21（今朝ビル）
営 業 １ 課 TEL（03）5568-5621 FAX（03）5568-5632
営 業 ２ 課 TEL（03）5568-5621 FAX（03）5568-5632

札幌営業所 〒065-0033 札幌市東区北33条東13丁目3-43（第2エクセルナガタビル）
TEL（011）722-4555 FAX（011）722-4550

千葉営業所 〒260-0031 千葉市中央区新千葉3-6-11（サン・アーバンダントヒル）
TEL（043）248-0199 FAX（043）203-0416

横浜営業所 〒224-0041横浜市都筑区仲町台1-2-20（フロンティアビル403）
TEL（045）941-6913 FAX（045）941-6917

海老名営業所 〒243-0417神奈川県海老名市本郷469-3
TEL（046）238-5477 FAX（046）238-3501

甲府駐在所 TEL（055）226-1101 FAX（055）226-3101

■北関東支社 〒330-0804埼玉県大宮市堀の内3-317-4
営 業 課 TEL（048）645-5571 FAX（048）645-5570

仙台営業所 〒984-0048仙台市若林区白萩町37-25（センチュリー白萩1F）
TEL（022）238-1818 FAX（022）239-4486

新潟営業所 〒950-0855新潟市江南2-6-2（コーポ野沢A号）
TEL（025）287-8071 FAX（025）287-8077

太田営業所 〒373-0806群馬県太田市龍舞町1670-6
TEL（0276）46-5131 FAX（0276）46-1164

小山営業所 〒323-0807 栃木県小山市城東7丁目6-11（フェニックス・プラザ4F）
TEL（0285）23-4370 FAX（0285）23-4348

上田営業所 〒386-0027長野県上田市常磐城4-4-23（Y.J.Mビル）
TEL（0268）26-7722 FAX（0268）26-7725

郡山駐在所 TEL（024）947-2010 FAX（024）947-2011

■名古屋支社 〒453-0018名古屋市中村区佐古前町22-13（森ビル）
営 業 １ 課 TEL（052）482-1100 FAX（052）482-6352
営 業 ２ 課 TEL（052）482-1100 FAX（052）482-6352

静岡営業所 〒422-8035静岡市宮竹1-15-10（オフィスプレステージ1F）
TEL（054）237-5067 FAX（054）237-5068

豊田営業所 〒471-0034豊田市小坂本町5丁目1-2（豊田恒和ビル）
TEL（0565）33-7170 FAX（0565）33-8255

金沢営業所 〒920-0348金沢市松村町6-133
TEL（076）268-5100 FAX（076）268-5101

富山駐在所 TEL（076）491-6056

■大 阪 支 社 〒533-0002大阪市東淀川区北江口1-1-1
営 業 １ 課 TEL（06）6340-1117 FAX（06）6349-7021
営 業 ２ 課 TEL（06）6349-1234 FAX（06）6349-7021

京都営業所 〒612-8414京都市伏見区竹田段ノ川原町28-1
TEL（075）647-1177 FAX（075）647-1116

加古川営業所 〒675-0101 兵庫県加古川市平岡町新在家149-7（パレードビル302）
TEL（0794）20-8021 FAX（0794）20-8023

岡山営業所 〒701-0221岡山市藤田676
TEL（086）296-2215 FAX（086）296-5864

高松営業所 〒760-0080高松市木太町６区2836-1（遠藤興産ビル3F）
TEL（087）834-3011 FAX（087）834-3015

■西日本支社 〒730-0043広島市中区富士見町2-21（西村ビル）
営 業 課 TEL（082）243-3373 FAX（082）245-0069

福山営業所 〒721-0961広島県福山市明神町2-12-3
TEL（0849）28-4721 FAX（0849）28-4636

福岡営業所 〒812-0015 福岡市博多区山王1-1-15（ローズマンション山王1F）
TEL（092）452-3101 FAX（092）452-3107

熊本営業所 〒862-0926熊本市保田窪1-4-8（ソレイユノボルビル1F）
TEL（096）382-7000 FAX（096）383-9762

■海外セクション

東 京 〒105-0021東京都港区東新橋1-1-21（今朝ビル）
TEL（03）5568-6231 FAX（03）5568-6237

本　　社 〒533－0002大阪市東淀川区北江口1 – 1 – 1

URL:http://www.taiyo-ltd.co.jp



■手　順

■配管ポート位置の設定 2仕様ピックアップシリンダは、使用用途に合わせ、ポート位置

方向について３方向の選択が可能です。

例えば右図のように、上面のポートを使用する場合は、
使用しない側面の４つのポートを付属品のウレタンパッ
ドとセットボルトにてふさいでください。

●

●

■取付方法 締付トルク値(本体取付)

次にセットボルトを下表の規定のトルク値にて締付けてください。（もしウレタンパッドを紛失された場合は、セット

ボルトにロックタイトなどの接着剤を塗布して取付けてください。塗布することによってセットボルト部のエア漏れ

が防げます。）

●

●

●

●

ボールスプライン軸の先端に直接ワークを取付ける場合、ワークの径

は右表のものを使用してください。

もし、それ以上のワークを取付ける場合は、スペーサを間に入れてシリ

ンダが駆動した際、ワークとボディが当たらないように取付けてください。

●

●

ボール
スプライン軸 ウレタンバッド

　　（4個）
セットボルト（M3・M5）
　　（4個）

六角レンチ

まずウレタンパッドを水平にポート穴に入れてください。（ク

リップなど先の細かいもので押さえると簡単にセットする

ことができます。）

TPU※－10

TPU※－16

φ10

φ16

シリーズ シリンダ内径

M3

M5

ボルトねじ径

0.29N・m

0.69N・m

締付トルク値（N・m）

締付トルク値(セットボルト)
また、ボールスプライン軸の先端にパッドニップルまたは

ワークを取付ける場合は、右表の規定トルク値にて締付

けてください。

装置等の取付は、本体ボディの取付穴および本体ボディのタップ穴

を利用してください。固定する場合は、使用するボルト（六角穴付ボ

ルト等）のねじ径により、右表の規定トルク値にて締付けてください。
M3

M4

ボルトねじ径

0.9

1.8

締付トルク値N・m

■ワークの取付

φ10

φ16

シリンダ内径

φ 9以下

φ14以下

ワークの径

シリンダを積層して使用する場合は、下図のようにしてください。隣接

のシリンダのマグネットを感知して誤動作するおそれがあります。（２本

積層の場合は、スイッチを外側に取付けてください。）

●

■３本以上での取付(スイッチ付の場合)

18

20

L

19以上

21以上

A

18.4以上

20.4以上

B

寸法表　　　　　　　　　　 (㎜)

φ10

φ16

シリンダ内径

L

A

Lシールド板（肉厚0.4㎜程度の鉄板）

B

�シールド板なしの場合 �シールド板使用の場合

上面ポート

単動形スプリング力表 単位：N

シリンダ内径

（㎜）

φ10

φ16

初荷重

終荷重

初荷重

終荷重

荷重
10 15 20 30 40 50

ストローク（㎜）

3.92

7.84

4.9  

9.8  

ワーク最大許容質量

φ10

φ16

シリンダ内径（㎜）

φ6

φ8

ロッド径（㎜）

100

300

最大許容質量（g）

本体仕様

シ リ ン ダ 構 造

形 式

シリン ダ 内 径（㎜）

バックストローク（㎜）

ス ト ロ ー ク （㎜）

使 用 流 体

給 油

使 用 圧 力 範 囲

耐 圧 力

使 用 速 度 範 囲

使 用 温 度 範 囲

取 付 方 向

ポ ー ト 方 向

ね じ 公 差

注2）不 回 転 精 度

クッション機構

ガイド軸径（㎜）

ガイドの貫通穴径（㎜）

機 種 標準形・スイッチセット

φ10・φ16

10・15・20・30・40・50

空気

無給油（給油でも可）

0.2～0.5MPa

0.7MPa

注1）50～300㎜/s

－10～＋70℃（ただし、凍結しない状態で使用のこと。）

なし

緩衝パッド付

φ5

φ8

φ2.6（端面ねじ M3）

φ3   （端面ねじ M5）

5

5方向

3方向

JIS 6g（JIS 2級）

±0.05°

複動形

TPUD

単動形

TPUS

φ10

φ16

φ10

φ16

φ10

φ16

注1）但し、シリンダを下図のよ

うに取付けた場合、速度は50～

100㎜/sにて使用してください。

注2）ストローク0㎜時で、ボール

スプライン軸回転方向のたわみ

量を除いた値です。

種類

有
　
接
　
点

無
　
接
　
点

スイッチ記号 負荷電圧範囲 負荷電流範囲 最大開閉容量 保護回路 表示灯 結線方式 コード長さ 適合負荷

NR501

NR505

NR551

NR555

NS501

NS505

NS551

NS555

A

B

C

D

E

F

G

H

DC5～30V

AC5～125V

DC：5～40mA

AC：7～20mA

DC：1W

AC：2VA
なし
発光ダイオード

（ON時赤色点灯）

0.2㎜2 2芯外径φ3�

コード後方取出し

0.2㎜2 2芯外径φ3�

コード上方取出し

1.5ｍ

5ｍ

1.5ｍ

5ｍ

1.5ｍ

5ｍ

1.5ｍ

5ｍ

小形リレー

プログラマブル

コントローラ

DC10～30V 5～40mA － なし
発光ダイオード

（ON時赤色点灯）

0.2㎜2 2芯外径φ3�

コード後方取出し

0.2㎜2 2芯外径φ3�

コード上方取出し

小形リレー

プログラマブル

コントローラ

スイッチ一覧表

注）保護回路なしのスイッチにおいて、誘導負荷（リレー等）を使用する場合は、必ず負荷に保護回路（SK－100）を付けて

　　ください。
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